








研究目的 

クレチン症マススクリーニングの開始によって多数のクレチン症を早期診断・治療するこ

とが可能となってきた。一方これらのクレチン症を追跡調査するうち,一定期間治療を行っ

た後治療を一時中止しても機能低下を示さない一過性甲状腺機能低下症が少なからず存在

することが判明した。さらにクレチン症とは鑑別を要する乳児一過性高 TSH 血症や,T4 は

正常ながら TSH の軽度上昇が持続し軽症クレチン症と考えられる症例が存在することも判

明した。そこでこれらスクリーニングで発見される種々の甲状腺機能異常の鑑別診断手順

を追跡調査結果から再検討し,より適確な鑑別診断法を確立することが目的である。 


